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小腸上皮細胞の自由縁には小皮縁と呼ばれる

構造が認められ,電子顕微鏡下に観察するとほ

ぼ等大かつ等長の原形質の指状突起,即ち微賎

毛が密集 している部分であることが知 られてい

る1･2)｡各突起は上皮細胞の細胞膜で被覆され

ているので,その自由表面積はいちじるしく増

大する結果となり,物質の吸収という機能面と

密接にかかわる分化 した構造である｡この部分

に関 しても種々のフォスファクーゼ反応が組織

化学的に検討が加えられて来ている3~5)｡ しか

し,肝,腎,小腸,葦上体などの各臓器組織に

おける各種フォスファターゼ反応に対する有機

溶媒処理の影響を検討 した結果,小腸小皮縁に

おける ATPase等 の特異的フォスファタ-ゼ

活性の局在について疑義が生 じ,その解明を目

的として実験 を行い, 成果 を得たので報告す

る｡

実験動物は成熟 Wistar系雄ラットで,小腸

を主 とした観察材料としたが, ときには肝,

腎,葦上体についても観察 した｡検討を加えた

酵素 類 は, (1)アル カ リ性 フォスフアクーゼ

(AIPase),(2)アデノシントリフォス ファタ-

ゼ (ATPase),(3)チアミンピロフォス ファク

ーゼ (TPPase)の三種類であるoAIPase活性

阻害剤 と して は Lphenylalanine 及 び L

cysteineの二種類を単独で,あるいは同時に使

用した ｡

底質として β-ダリセロ燐酸, アデノシン三

燐酸あるいはチア ミンピロ燐酸のいずれを使用

しても小腸小皮縁に明瞭な反応をうる｡これら

各々の反応に対する AIPase活性阻害剤の影響

は次の如 くである｡β-ダリセロ燐酸を基質とし

た場合の小腸小皮縁の反応は L-phenylalanine

(50mM,100mM)で殆んど阻害されないが,

腎尿細管刷子縁 の反応 は栴々減少する｡ L

cysteine(5mM,10mM)は本反応を強 く阻苫

する｡Lphenylalanineの所見は渡辺等のそれ

とは一致 しない5,6)｡ L-phenylalanine(50mM)

と 1.-cysteine(5mM)を同時 に使用すると本

反応は阻害をうける｡アデノシン三燐酸を基質

とした場合 の小腸小皮縁の反応は Lphenyla-

1anine(50mM,100mM)によって殆んど影響

をうけず,細胆管における反応 も変化 しない｡

L-cysteine(5mM,10mM)は本反応 を強 く

阻害するが,細胆管における反応は逆に増強さ

れる｡Lphenylalanine(50mM)と Lcysteine

(5mM)を同時に使用 した場合にも小皮縁にお

ける反応は強 く阻害される｡チア ミンピロ燐酸

を基質 として使用 した場合 の小皮縁 の反応は

L-phenylalanine(50mM,100mM) で は始

んど変化せず,Lcysteine(5mM,10mM)で

は強い阻害をうけた｡葦上体における反応は逆

に LICySteineで増強された.L-phenylalanine

と L-cysteineとを同時 に使用 した場合 も L

cysteine単独 の場合 と同様 の所見であったO

Lphenylalanine も 5oC,5分間の反応という

条件下 で は阻害効果 があることが示 されてい

る7,8)｡ 本実験で得 られた所見は/J湖易小皮縁に
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おけるフォスファタ～ゼ反応o)解釈については
極めて慎重でなければならないことを示 してい

る｡即ち,小腸小皮縁における ATPase及び

TPPase な ど特異的 フォス ファクーゼ の 局在

が諸家により報 じられているが9-ll),ATP 及

び TPP などを基質とした場合の小腸小皮緑に

おける反応 が夫々 AIPase活性阻ノ吉剤で あ る

L cysteine などにより阻告 される事実 は諸家

a)報告に市大な疑義を提起するものである｡現

時点において我々は1,rFの如 く結論する. 即

ち,小腸小皮縁には組織化学的ないし細胞化llI':
的に検出しうる ATPa.se及び TPPaseは存在

しないか,または,存在するとしても極めて微

弱なものである｡従って,ATP あるいは TPP

を犠質とした場合の小腸小皮緑における反応は
殆んど全べて同郡 の A】Pase活性に由来するも

a)である｡

小腸小皮緑におけるフォスファクーゼ反応U)

特異性については現在以上のように結論される

が,微妙かつ,重要な問題であるo)で,更に実

験をつづける計画である｡
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β-Gpを使用した′川易小皮緑の反

応ATPを使用した小腸小皮緑の

反応TPPを使用した小腸小皮緑の反応 京大胸部研

紀要 第7巻 第 1

号β-Gpを使用し,cysteineにより反応
が陰性化した所


